
植物性機能生理学Ⅰ

科目責任者　神　作　憲　司
学年・学期　２学年・１学期

Ⅰ.前 文
本科目では，循環器系と呼吸器系の機能について，生体恒常性の維持における役割を認識しつつ学習する。

循環は，体組織の必要に応じて，そこへ栄養素を運び，そこから代謝産物を運び去り，体の一部から他の部分へホル

モンを運搬する役割，すなわち，細胞の生存と働きによって最適な，すべての体組織液環境を適切に維持する役割を持

つ。ここでは，循環器系のポンプである心臓について，心筋細胞の電気的性質から心電図，心周期と心臓の自動能につ

いて理解する。脈管系を構成する各部位の血管の機能を理解した上で，血圧の制御機構について掘り下げ，圧受容器反

射を初め循環調節反射について理解を深める。

呼吸器系は外呼吸により，酸素・二酸化炭素・熱などを外界と交換する場である。呼吸器系は高度の調節能力を持ち，

生体の内部環境の恒常性（ホメオスタシス）の維持に重要な役割を担っている。ここでは，肺における換気の力学と肺

血流を学ぶ。赤血球における酸素・二酸化炭素運搬機能を理解した上で，呼吸の制御機構について理解を深める。

本科目を履修することにより，循環器と呼吸器の生理に関する知識が得られ，信頼される医師として活躍できる能力

の基礎が身につく。また課題に対しては，試験について採点を行うなどしてフィードバックする。

Ⅱ．担当教員
教　授　　神　作　憲　司　　生理学

教　授　　千　田　雅　之　　呼吸器外科

教　授　　小　西　昭　充　　生化学

准教授　　鹿子木　将　夫　　生理学

准教授　　西　野　　　節　　内科学（心臓・血管）

准教授　　小金丸　聡　子　　大阪医科薬科大学  総合医学講座

講　師　　藤　木　聡一朗　　生理学

講　師　　勝　山　成　美　　生理学

講　師　　北　川　善　之　　内科学（心臓・血管）

助　教　　高　橋　俊　光　　生理学

助　教　　福　島　央　之　　生理学

助　教　　正　和　泰　斗　　内科学（心臓・血管）

Ⅲ．一般学習目標
心臓の心拍出と自動能の機序を理解するとともに，弾性血管・抵抗血管・交換血管・容量血管の各機能を認識する。

心臓と血管の機能に影響する因子，心拍出量，血圧と血管抵抗の関係，さらに循環系全体を調節する仕組みを把握する。

また，各臓器における循環の特徴を理解する。呼吸器系では，肺と気道の換気機能を理解するとともに，赤血球ヘモグ

ロビンにおける酸素・二酸化炭素輸送の機序および肺循環の特殊性を把握する。呼吸制御機構についても理解を深める。

Ⅳ．学修の到達目標
講義は，医学教育モデル・コア・カリキュラム──教育内容ガイドライン──に示されている到達目標に則して行わ

れるが，より具体的な行動目標を以下に記す。

1）心臓の構造と分布する血管・神経，冠動脈の特長とその分布域を説明できる。

2）心筋細胞の電気現象と心臓の興奮（刺激）伝達系を説明できる。

3）興奮収縮連関を概説できる。

4）心電図の主な所見を説明できる。

−366−



5）体循環，肺循環と胎児・胎盤循環を説明できる。

6）毛細血管における物質・水分交換を説明できる。

7）心周期に伴う血行動態を説明できる。

8）心機能曲線と心拍出量の調節機序を説明できる。

9）血圧調節の機序を説明できる。

10）主要臓器（脳，心臓，肺，腎臓）の循環調節を概説できる。

11）体位や運動に伴う循環反応とその機序を説明できる。

12）肺循環と体循環の違いを説明できる。

13）呼吸筋と呼吸運動の機序を説明できる。

14）肺気量分画，換気，死腔（換気力学）を説明できる。

15）肺胞におけるガス交換と血流の関係を説明できる。

16）肺の換気と血流（換気−血流比）が動脈血ガスに及ぼす影響を説明できる。

17）呼吸中枢を介する呼吸調節の機序を説明できる。

18）血液による酸素と二酸化炭素の運搬の仕組みを説明できる。

19）赤血球とヘモグロビンの構造と機能を説明できる。

20）ヘム・ポルフィリンの代謝を説明できる。

Ⅴ．授業計画及び方法　＊（　）内はアクティブラーニングの番号と種類
（ 1：反転授業の要素を含む授業（知識習得の要素を教室外で済ませ，知識確認等の要素を教室で行う授業形態。）

　2：ディスカッション，ディベート　3：グループワーク　4：実習，フィールドワーク　5：プレゼンテーション

　6：その他　空欄：該当なし）

回数 月 日 曜日 時限 講　　　義　　　テ　　　ー　　　マ 担当者 アクティブ
ラーニング

1 4 1 水 6 循環総論 神 作 憲 司 1

2 4 2 木 5 心筋細胞の電気現象 福 島 央 之 1

3 4 3 金 1 心電図の基礎 高 橋 俊 光 1

4 4 9 木 1 微小循環 勝 山 成 美 1

5 4 13 月 1 循環力学－1 藤　木　聡一朗 1

6 4 13 月 2 循環力学－2 藤　木　聡一朗 1

7 4 14 火 1 循環の調節－1 小金丸　聡　子 1

8 4 14 火 2 循環の調節－2 小金丸　聡　子 1

9 4 17 金 1 冠循環・心筋虚血 西 野 　 節 1

10 4 17 金 2 心機能・血行動態・心不全 正 和 泰 斗 1

11 4 21 火 1 病態の心電図 北 川 善 之 1

12 4 21 火 2 肺換気 高 橋 俊 光 1

13 4 24 金 1 ガス交換－1 鹿子木　将　夫 1
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回数 月 日 曜日 時限 講　　　義　　　テ　　　ー　　　マ 担当者 アクティブ
ラーニング

14 4 28 火 1 ガス交換－2 鹿子木　将　夫 1

15 4 28 火 2 呼吸の調節 神 作 憲 司 1

16 5 1 金 3 血液による酸素と二酸化炭素の運搬 福 島 央 之 1

17 5 7 木 2 気道と肺の代謝機能 小 西 昭 充 1

18 5 12 火 1 呼吸不全の病態生理 千 田 雅 之 1

Ⅵ．評価基準（成績評価の方法・基準）
定期試験（70%），ミニテスト（20%），出席状況・態度（10%）などを参考にして，総合的に評価する。

なお，定期試験問題内の英語問題は「医学英語Ⅱ」の評価として集計される。

Ⅶ．教科書・参考図書・AV資料
1）大森治紀ら著，標準生理学，第10版，医学書院，2025

2）A.C.Guytonら著（河野憲二ら総監訳），ガイトン生理学，原著13版，Elsevier，2018

3）大地陸男著，生理学テキスト，第9版，文光堂，2022

4）神作憲司著，読みとく脳生理学～失うと生活に困る脳のはたらき，羊土社，2025

5）杉晴夫ら著，人体機能生理学，第5版，南江堂，2009

6）藤井聡ら著，コアカリ生理学，医学評論社，2008

7）小幡邦彦ら著，新生理学，第4版，文光堂，2003

8）植村慶一監訳，オックスフォード・生理学，原著4版，丸善，2016

9）鯉淵典之監訳，症例問題から学ぶ生理学，原著4版，丸善，2018

10）栗原敏ら監訳，イラストレイテッド生理学（リッピンコットシリーズ），第2版，丸善，2021

Ⅷ．質問への対応方法
1）基本的には随時受け付けます。

2）臨床の先生や学外からの先生など連絡の取りづらい先生への質問に関しては，科目責任者に，e-mailで申し出てく

ださい。e-mailには，詳しい質問内容と質問する相手の先生の名前を明記してください。回答はe-mailの返信で行

います。あるいは，相手の先生との面会の日時を連絡します。

メールアドレス：dokkyo-physiol2@dokkyomed.ac.jp
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Ⅸ．卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連	

＊◎：最も重点を置く DP　〇：重点を置く DP

デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー （ 卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 ）

医師としてのプロフェッショナリズム
幅広い教養，利他の精神，医師に求められる品格を身につけ，豊かな人間性を育み，他の医療者と協調して，
多様な価値観を尊重する全人的な医療を実践できる

○

能動的学修能力
医学知識・技能を主体的に学び，情報・科学技術を活用して，生涯にわたって自ら問題を発見し，解決する
ことができる

◎

地域医療の理解
地域社会における医療の役割と，その中核を担う意味を理解できる

国際性
国際社会における医学・医療の動向や課題を理解し，課題解決に向けて行動することができる

リサーチマインド
研究活動における積極的な創造・発信に挑み，医学・医療の進歩に貢献することができる ○

Ⅹ．課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法
事後課題については，後日模範解答を掲示し，返却します。

Ⅺ．求められる事前学習，事後学習およびそれに必要な時間
シラバス別冊に記載。なお，シラバス別冊に記載が無い場合，要点を確認しておくこと。（所要時間の目安20分）

Ⅻ．コアカリ記号・番号
シラバス別冊に記載。

−369−

二
学
年




